


注意事項

上手な使い方

草種別散布適期

適用雑草と使用方法

使用適期
使用時期

１日 12日 ノビエ２.5葉期
（ただし、移植後30日まで）

ノビエ２.5葉期
（ただし、移植後30日まで）

北海道・
東北・北陸

使用適期
使用時期

１日 10日田植 田植

使用適期
使用時期

使用適期
使用時期

関東以西

ジャンボ ジャンボ

フロアブル
１キロ粒剤

フロアブル
１キロ粒剤

（移植水稲の場合）

注意事項

上手な使い方

草種別散布適期

適用雑草と使用方法

SU抵抗性雑草
にも効果を示し

ます！効果の発現が
早い！ 田植同時処理

が可能！
薬害が少ない

ので田植同時
処理が可能！

 ジャンボ 剤は
移植後１日か

ら！

１キロ粒剤
フロアブル

有効成分ピラ
クロニル配合

で、効果の発
現が早い！

３成分の相互
作用で幅広い

草種に有効！
スルホニルウ

レア系除草剤
に抵抗性を獲

得したアゼナ
類、ホタルイ、

コナギ等にも
有効！

幅広い草種に
！

直播水稲にも！畦畔からの侵入
雑草にも高い効

果！

アゼガヤ、イボ
クサなど畦か

ら侵入する雑
草に対しても

高い効果を示
します。

ジャンボ ジャンボ

フロアブル
１キロ粒剤

フロアブル
１キロ粒剤

注意事項

上手な使い方

草種別散布適期

適用雑草と使用方法

オモダカ、クログワイは発生期間が長く、遅い発生のものまでは十分な効果を
示さないので、必要に応じて有効な後処理剤と組み合わせて使用してください。
また、オモダカ、クログワイに有効な後処理剤と組み合わせて連年施用するこ
とにより、さらに効果が向上します。
苗の植付けが均一となるように代かきをていねいに行ってください。未熟有機
物を施用した場合は、特にていねいに行ってください。
本剤処理後、少なくとも３～４日間は通常の湛水状態を保ち、田面を露出させ
たり水を切らしたりしないように注意してください。また散布後７日間は落水、
かけ流しはしないでください。止水期間中の入水は静かに行ってください。
水口施用の場合は入水時に本剤を水口に施用し、流入水とともに水田全面に拡散
させてください。処理後田面水が通常の湛水状態(湛水深３～５cm)に達した時に
必ず水を止め、田面水があふれ出ないように注意してください。（フロアブル）
処理に当たっては、水の出入りを止めて水深５～６cmの湛水状態にしてくださ
い。自然減水により田面の一部が露出するようになったら、水尻を止めて通常
の水深になるまで水を入れて水口を閉じてください。（ジャンボ）
本剤を無人航空機による散布に使用する場合は、次の注意を守ってください。
また、水源池、飲料用水等に本剤が飛散、流入しないように十分注意してくだ
さい。

【1キロ粒剤】
・散布は散布機種の散布基準に従って実施してください。
・散布に当たっては散布機種に適合した散布装置を使用してください。
・事前に薬剤の物理性に合わせて散布装置のメタリング開度を調整してください。
・散布薬剤の飛散によって他の植物に影響を与えないよう散布区域の選定に注
　意し、散布装置のインペラの回転数を調整し、圃場の端から５ｍ離れた位置か
　ら圃場内に散布してください。

【フロアブル】
・滴下は使用機種の使用基準に従って実施してください。

・滴下に当たっては散布装置のノズルを使用しないでください。
・作業中、薬液が漏れないように機体の配管その他装置の十分な点検を行って
　ください。
・隣接する圃場に水稲以外の作物が栽培されている場合は、無人航空機による
　本剤の滴下は行なわないでください。
・薬剤滴下に使用した装置は十分洗浄し、薬液タンクの洗浄廃液は安全な場所
　に処理してください。
・本剤の滴下に使用した無人航空機の散布装置は、水稲以外の作物への薬剤散
　布には使用しないでください。
移植前後の初期除草剤による土壌処理との体系で使用する場合には、雑草の発
生状況をよく観察し、時期を失しないように適期に散布してください。
散布後に多量の雨が予想される場合は除草効果が低下することがあるので使用
を避けてください。
補植は必ず散布前に行ってください。
藻や浮草が多発している水田では、拡散が不十分となり、効果の劣る可能性があ
るので使用をさけてください。（ジャンボ）
パックに使用しているフィルムは水溶性なので、ぬれた手で作業したり、降雨で
破袋することのないように注意してください。（ジャンボ）
下記のような条件では薬害が発生するおそれがあるので使用をさけてください。
①砂質土壌の水田及び漏水田（減水深２cm/日以上）
②軟弱な苗を移植した水田
③極端な浅植の水田及び浮き苗の多い水田
稲の根が露出する条件では、薬害を生じるおそれがあるので使用をさけてください。
移植期が遅く、処理後著しい高温が続く場合には、稲にクロロシスを生じる場合
があるが、その後の生育に対する影響は認められていません。
本剤はその殺草特性からいぐさ、れんこん、せり、くわいなどの生育を阻害するおそ
れがあるので、これら作物の生育期に隣接田で使用する場合は、十分注意してくだ
さい。

いぐさを栽培予定の水田では使用しないでください。
蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからないようにしてください。（１
キロ粒剤・フロアブル）
河川、湖沼、地下水等を汚染しないよう、水管理を適正に行ってください。
本剤の使用に当たっては使用量、使用時期、使用方法などを誤らないように注意
するほか、別途提供されている技術情報も参考にして使用してください。特に初
めて使用する場合や異常気象時は、病害虫防除所等関係機関の指導を受けるこ
とをおすすめします。
水溶性フィルム包装が破袋した場合は以下の点に注意してください。（ジャンボ）
①眼に対して刺激性があるので、眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手
　当を受けてください。
②かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
誤食などのないよう注意してください。（１キロ粒剤） 
本剤は眼に対して刺激性があるので、眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医
の手当を受けてください。（１キロ粒剤）
本剤は眼に対して弱い刺激性があるので眼に入らないよう注意してください。眼
に入った場合には直ちに水洗してください。（フロアブル）
散布の際は農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用
してください。作業後は直ちに手足、顔などを石けんでよく洗い、うが
いをするとともに衣服を交換してください。（1キロ粒剤・フロアブル）
作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗濯してください。
（1キロ粒剤・フロアブル）
かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。（1キロ粒剤・フロアブル）
水産動植物（藻類）に影響を及ぼすので、河川、養殖池等に飛散、流入しないよう
注意して使用してください。
無人航空機による散布、滴下で使用する場合は、飛散しないよう特に注意してく
ださい。（1キロ粒剤・フロアブル）　
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◎本剤は雑草の発生前から生育初期に有効なので、ノビエの2.5葉期までに時期を失し
　ないように散布してください。なお、多年生雑草は生育段階によって効果にフレが出る
　ので、必ず適期に散布するように注意してください。

◎ＳＵ抵抗性雑草（アゼナ類､ホタルイ､コナギ等）の発生地域では登録の範囲内でできるだけ早く使用してください。
◎雑草の発生消長にあわせ、適期に散布してください。

○使用前にはラベルをよく読んでください。  ○ラベルの記載以外には使用しないでください。  ○本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
○容器・空袋などは圃場などに放置せず、適切に処理してください。  ○防除日誌を記帳しましょう。

＊本製品は農業用除草剤であり、製品ラベルの記載内容以外には使用しないでください。
＊本印刷物は2019年11月６日現在の資料、情報、データ等に基づいて作成していますが、記載データ及び評価はあくまでも測定値の代表例であり、全ての事例に当てはまるものではありません。

2019年11月６日現在
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移
植
水
稲

一年生雑草   及び   
マツバイ　ホタルイ　ヘラオモダカ　
ミズガヤツリ   ウリカワ    クログワイ　
オモダカ　ヒルムシロ

移　植　時

 500mℓ
/10a 1回

田植同時散布
機で施用

移植直後～ノビエ2.5葉期
ただし、移植後30日まで

原液湛水散布
又は無人航空
機による滴下

直
播
水
稲

一年生雑草   及び   
マツバイ　ホタルイ　ミズガヤツリ　
ウリカワ　ヒルムシロ

稲１葉期～ノビエ2.5葉期
ただし、収穫90日前まで

原液湛水散布､
水口施用又は
無人航空機に
よる滴下

作
物
名

適 用 雑 草 名 使 用 時 期 使用量 本剤の
使用回数 使用方法

移
植
水
稲

一年生雑草   及び   
マツバイ　ホタルイ　ヘラオモダカ　
ミズガヤツリ   ウリカワ    クログワイ　
オモダカ　ヒルムシロ
アオミドロ・藻類による表層はく離

移　植　時

    1㎏
/10a 1回

田植同時散布
機で施用

移植直後～ノビエ2.5葉期
ただし、移植後30日まで 湛水散布又は

無人航空機に
よる散布

直
播
水
稲

一年生雑草　及び　マツバイ　　
ホタルイ   ミズガヤツリ   ウリカワ

稲１葉期～ノビエ2.5葉期
ただし、収穫90日前まで

移
植
水
稲

一年生雑草   及び   
マツバイ　ホタルイ　ヘラオモダカ　
ミズガヤツリ   ウリカワ    クログワイ　
オモダカ　ヒルムシロ
アオミドロ・藻類による表層はく離

移植後１日～ノビエ2.5葉期
ただし、移植後30日まで

小包装
（パック）
10 個
(500g)
/10a

1回
水田に小包装
（パック）のまま
投げ入れる。

直
播
水
稲

一年生雑草   及び   
マツバイ　ホタルイ　ミズガヤツリ　
ウリカワ　ヒルムシロ

稲１葉期～ノビエ2.5葉期
ただし、収穫90日前まで

ピラクロニルを含む
農薬の総使用回数

ピラゾレートを含む
農薬の総使用回数

ベンゾビシクロンを含む
農薬の総使用回数

２回以内 ２回以内 ３回以内

【１キロ粒剤】
農林水産省登録  第23680号
ピラクロニル･････････ 2.0％　
ピラゾレート･････････10.0％　
ベンゾビシクロン･････2.0％

■人畜毒性：普通物※ 「毒物および劇物取締法」（厚生労働省） に基づく、特定毒物、
毒物､ 劇物の指定を受けない物質を示す。

※

【フロアブル】
農林水産省登録  第23682号
ピラクロニル･････････ 3.6％　
ピラゾレート･････････20.0％　
ベンゾビシクロン･････4.0％

【ジャンボ】
農林水産省登録  第23681号
ピラクロニル･････････ 4.0％　
ピラゾレート･････････20.0％　
ベンゾビシクロン･････4.0％

雑 草 名 １キロ粒剤 フロアブル ジャンボ
ノ ビ エ ２．５葉期まで ２．５葉期まで ２．５葉期まで
ホ タ ル イ ２葉期まで ２葉期まで ２葉期まで
ヘラオモダカ ２葉期まで ２葉期まで ２葉期まで
ミズガヤツリ ２葉期まで ２葉期まで ２葉期まで

ウ リ カ ワ ２葉期まで ２葉期まで（移植水稲）
発生始期まで（直播水稲） ２葉期まで

ク ロ グ ワ イ 発生前～発生始期まで 発生始期まで 発生前～発生始期まで
オ モ ダ カ 発生前～発生始期まで 発生前～発生始期まで 発生前～発生始期まで
ヒ ル ム シ ロ 発生期まで 発生期まで 発生期まで
ミ ズ ア オ イ １葉期まで １葉期まで ―
アオミドロ・藻類
による表層はく離 発生前 ― 発生前
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